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Ａ
Ｓ
Ａ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
懐
か
し
の
写
真
館
が
充
実

淡
路
島
・
南
海
島
サ
ッ
カ
ー
交
流
（
11
月
22
～
24
日
）

に
、
写
真
家
の
野
水
正ま

さ

朔あ
き

さ
ん
（
市

在
住
、
二
科
会
写
真
部
会
員
）
か

ら
提
供
を
受
け
た
写
真
64
枚
を
新

た
に
追
加
し
、
全
２
６
２
枚
を
解

説
付
き
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
設
ペ
ー
ジ
は
、
野
水
さ
ん

が
昭
和
20
年
代
か
ら
撮
り
た
め
た

写
真
の
中
か
ら
、
歴
史
的
に
価
値

の
あ
る
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
も

の
で
、
か
つ
て
の
八
木
の
並
松
や
大

橋
開
通
前
の
鳴
門
海
峡
、
瀬
戸
貝

採
り
の
風
景
、
瓦
を
焼
く
達
磨
窯
、

集
団
就
職
の
情
景
、
野
掛
け
人
形

芝
居
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
食
事
に
も
苦
戦
し
て
い
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た
が
、
３
日
間
の
交

流
の
中
で
食
事
に
も
慣
れ
、
韓
国

語
も
自
然
と
で
る
よ
う
に
な
り
、

帰
島
の
頃
に
は
個
々
に
何
か
を
感

じ
取
っ
て
い
る
選
手
た
ち
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
を
通
し
て
、
海
外
で
の

サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
南
海
郡
の
歴
史
や
食
文
化

に
触
れ
、
体
験
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
相
手
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た
淡
路

島
３
市
の
中
学
生
と
韓
国
慶キ

ョ
ン
サ
ン尚

南ナ
ム

道ド

南ナ

メ海
郡
の
中
学
生
と
の
サ
ッ

カ
ー
交
流
は
今
年
で
６
度
目
に
な

り
ま
す
。

　

隔
年
相
互
派
遣
に
よ
り
今
年
は

派
遣
の
年
で
あ
り
、
訪
問
２
日
目

に
南
海
郡
の
尚
州
体
育
公
園
に
お

い
て
２
試
合
の
親
善
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
淡
路
島
対
南
海
島
で

行
わ
れ
た
試
合
結
果
は
、
そ
れ
ぞ

れ
第
１
試
合
が
０
対
０
、
第
２
試

合
が
１
対
３
で
し
た
。
会
場
は
友

好
的
な
雰
囲
気
で
、
ス
タ
ン
ド
か

ら
の
声
援
を
受
け
て
両
チ
ー
ム
の

選
手
た
ち
は
ピ
ッ
チ
の
上
で
精
一

杯
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
以
外
で
も
、
初
日
に

　

徳
島
県
鳴
門
市
（
Ａ
Ｗ
Ａ
）
と
香

川
県
東
か
が
わ
市
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
）

と
淡
路
島
南
あ
わ
じ
市
（
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ

Ｉ
）
の
3
地
域
が
県
境
を
越
え
て
交

流
を
深
め
よ
う
と
平
成
２
年
に
設
立

さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交

流
圏
推
進
協
議
会
。
毎
年
、
同
協

議
会
で
は
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て

「
我
が
ま
ち
の
自
慢
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。
小

学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
へ
の
表
彰

式
が
11
月
16
日
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
市
内
受

賞
者
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
を
審
査
し
た
鈴
木

久
人
氏
（
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院

教
授
）
は
「
大
鳴
門
橋
の
姿
を
威
風

堂
々
と
表
現
し
て
く
れ
た
作
品
や
補

色
対
比
を
前
面
に
出
し
赤
い
大
鳥
居

の
美
し
さ
を
表
現
し
て
く
れ
た
作

品
群
、
モ
ザ
イ
ク
画
を
思
わ
せ
る
緻

密
な
貼
り
絵
で
人
形
浄
瑠
璃
の
人

形
の
重
厚
さ
を
伝
え
る
作
品
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
南
あ
わ
じ
市
に
対
す

る
愛
情
が
強
く
伝
わ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
」
と
総
評
し
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

　
　
　
　
　
　

順
不
同
、
敬
称
略

◆
南
あ
わ
じ
市
長
賞

　
西
川　

颯
人
（
松
帆
小
）

◆
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
長
賞

　

喜
住　

梨
那
（
福
良
小
）

◆
一
般
社
団
法
人
淡
路
青
年
会
議

　
所
理
事
長
賞

　

四
位　

幸
菜
（
倭
文
小
）

◆
優
秀
賞

　

進
藤　

彩
花
（
松
帆
小
）

　

入
江　

優
衣
（
辰
美
小
）

　

奥
野　

晴
麻
（
西
淡
志
知
小
）

　

前
平　
　

華
（
西
淡
志
知
小
）

　

天
野　

更
咲
（
榎
列
小
）

　

松
本　

晃
征
（
市
小
）

　

川
崎
妃
弥
佳
（
市
小
）

　

荒
瀬　

衣
織
（
市
小
）

　

小
林　

麻
弥
（
広
田
小
）

　

阿
部　

侑
也
（
広
田
小
）

　

竹
内　

夕
月
（
広
田
小
）

　

横
山　

莉
子
（
広
田
小
）

は
李イ

 
ス
ン
シ
ン

舜
臣
映
像
館
や
流
配
文
学

館
、
二
日
目
に
は
ド
イ
ツ
村
（
パ

ド
ク
展
示
館
）
を
見
学
し
、韓
国
・

南
海
郡
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
の
夜
に
は
歓
迎
会
が
開
か

れ
、
朴
英
一
南
海
郡
守
ら
の
前
で

子
ど
も
た
ち
が
事
前
に
勉
強
し
た

韓
国
語
に
よ
る
挨
拶
を
披
露
す
る

と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
韓
国
語
の
あ
い
さ
つ
も

恥
ず
か
し
そ
う
で
、
ま
た
慣
れ
な

▲淡路に電車が走っていた時の写真（昭和30年終わり頃）
　場所は市村駅（現在の淡路三原郵便局あたり）

今月の納税

　国民健康保険税･・・・・・・・・・【 ８期 】

納期限　３月２日(月)
《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

◆便利な口座振替をご利用ください！

－口座振替のメリット－

　　安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

　　便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等

　　　　　に行く必要がなく便利です。

　　確実…指定口座から自動的に払い込まれるの
　　　　 で、納め忘れがなく確実です。

★申し込み手続きは、とても簡単！

　口座振替の依頼書は、市役所各窓口及び市内の各金
融機関にありますので、預貯金通帳と届出印を持参の
上、手続きをしてください。

　   ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　             （12 月 31 日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 443件 63,012,749円

市外（島内） 62件 12,373,000円

市外（島外） 307件 35,079,940円

合計 812件 110,465,689円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

昨
年
53
人
の
人
た
ち
よ
り
、
ふ

る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附
金
と

し
て
、
６
７
８
万
１
千
円
も
の
寄

附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
、

ご
寄
附
頂
い
た
人
た
ち
の
氏
名
等

を
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
、敬
称
略
、公
表
承
諾
者
の
み
）

【
南
あ
わ
じ
市
】
秦　

孝
一
、
大
森

　

弘
之
、
鈴
木
俊
示
、
正
井
良
徳

【
洲
本
市
】
高
田
育
明

【
神
戸
市
】
印
部
文
夫

【
姫
路
市
】
名
定　

節
、
馬
部
一
清

【
明
石
市
】
中
西
二
郎

【
加
古
川
市
】
安
田
哲
哉

【
県
外
】
▽
奈
良
県
＝
松
谷　

武
、

　

久
堀
裕
朗
▽
大
阪
府
＝
豊
竹
松

　

香
大
夫
、
藤
平
昇
三
▽
徳
島
県

　

＝
川
中　

崇

【
氏
名
の
み
公
表
】
竹
内
重
人
、

み
ど
り
竹
炭
倶
楽
部
、
太
田
幸

司
、
浜
崎
祐
司
、
小
野
良
夫
、

内
田　

郁
、
黒
田
晃
生
、
黒
田

紀
子
、　

黒
田
智
士
、黒
田
昌
志
、

三
木
谷
浩
史
、
東　

真
大

【
匿
名
希
望
者
】南
あ
わ
じ
市
在
住
、

神
戸
市
在
住
、
静
岡
県
在
住

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附
金

　

南
あ
わ
じ
市
へ
ご
寄
附
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

市
内
産
の
米
粉
の
認
知
度
向
上

と
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
２
回

目
と
な
る
「
南
あ
わ
じ
米
粉
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。
一
次
審
査

（
書
類
審
査
）
を
通
過
し
た
料
理

部
門
３
作
品
、
菓
子
部
門
４
作
品

が
、
11
月
30
日
、
二
次
審
査
（
実

食
審
査
）
に
臨
み
ま
し
た
。

　

最
高
金
賞
を
受
賞
し
た
高
岡
さ

ん
は
「
野
菜
嫌
い
の
子
ど
も
に
野

菜
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
の
思
い
で

作
品
を
考
え
た
」、
ま
た
福
岡
さ

ん
は
「
家
に
あ
っ
た
米
粉
で
ド
ラ

や
き
を
作
っ
て
み
る
と
美
味
し
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
配
合
量
等
を
試

行
錯
誤
し
て
完
成
さ
せ
た
」
と
そ

れ
ぞ
れ
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
２
回
米
粉
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

▲米粉料理コンテスト受賞者らと審査員▲絵画コンクール南あわじ市入賞者

▲サッカーで交流を深めた島内と韓国南海郡の中学生

※
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

【
料
理
部
門
】（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
最
高
金
賞　

　

高
岡　

恵
里
（
松
帆
）

　

作
品
名
「
レ
ン
ジ
で
簡
単
!!
玉
ね

　

ぎ
た
っ
ぷ
り
牛
す
じ
ピ
ロ
シ
キ
」

◆
金
賞　
池
田　

圭
佑
（
吉
備
国
際

　

大
）、
日
種　

直
美
（
吉
備
国
際
大
）

【
菓
子
部
門
】（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
最
高
金
賞　

　

福
岡　

恵
美
（
潮
美
台
）

　

作
品
名
「
ミ
ニ
ド
ラ
や
き
」

◆
金
賞　
平
山　

昌
孝（
加
東
市
）、

　

田
中　

節
子
（
榎
列
）、

　

登
里　

倭
江
（
津
井
）

市税の納付Ｑ＆Ａ

　　

　　

Ｑ. 親の口座から子どもの税金、夫の口座から妻の税金を
　引き落とすことはできますか？

Ａ． 可能です。口座振替依頼書には、『口座名義人』と『納税義務者』

　 の２つの欄があります。親の口座から子どもの税金を引き落とす 

　 場合、『口座名義人』欄に親、『納税義務者』欄に子どもの名前をご

　　記入下さい。夫婦間も同様です。

Ｑ． 口座振替ができなかった場合、再振替はできますか？

Ａ． 再振替はいたしておりません。何らかの事情で口座振替ができな

　　かった場合、口座振替不能通知書が郵送されますので、指定日ま

　　でに納付してください。

Ｑ． 市税の口座振替できる税目は？

Ａ． 市県民税（普通徴収分）、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
　険税（普通徴収分）について、口座振替により納めることができます。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
「
懐
か
し
の
淡
路
島
写
真
館
」


